
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・県の動向及び第二次高知市環境基本計画の概要 

第二次高知市環境基本計画の計画期間が 2022（令和４）年度末で終了するため，次期計画を策定するもの。 

２ 高知市環境基本計画の位置づけ 

 高知市環境基本計画は，高知市環境基本条例第８条に基づき定めるものであり，高知市総合計画に掲げる将来の都市像の実現

を環境面から推進し，本市における環境の保全及び創造に関する施策の基本的な方向性を示すものである。 

 具体的な施策・事業は，環境分野の個別計画にて実施・検討するとともに，関連行政計画においても連携と整合性を図る。 

 なお，環境基本法第36条において，地方公共団体は国の施策に準じた施策及び当該団体の区域の自然や社会的条件に応じた施

策を策定し，実施することが規定されている。 

３ 第二次高知市環境基本計画の概要 

 

施策体系 

３R+Renewable（持続可能な資源） 

基本理念 地球温暖化防止・生物多様性の保全・市域の自然環境の保全とともに，持続可能な地域社会の実現を図る。 

基本方針 
「未来につなげよういきいき自然！やさしさと行動力あふれるまち・高知」を望ましい環境像として定め，「2011 高知市

総合計画」の将来の都市像や市民が望む都市像も反映し，本市の環境行政を推進するための取組方針を示す。 

計画の構成 ７つの政策と 19 の施策で構成されている。（施策体系は下図参照） 

計画期間 2009（平成 25）年度～2022（令和 4）年度 

 

１ 国・県の動向 

 国における環境基本計画とは，環境基本法第15条に基づき，環境の

保全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱等を定めるものであり，

2018（平成 30）年４月に「第五次環境基本計画」が策定された。 

 健全で恵み豊かな環境は，人々の健康で文化的な生活の基盤であ

る。しかしながら，人間の経済活動に伴い，天然資源を採取し，また，

環境に負荷を与える温室効果ガス等を排出することによって，均衡が崩

れ，気候変動や生物多様性の損失という形で顕在化しており，地球規

模での環境危機となっている。 

 県は 2021（令和３）年４月に「高知県環境基本計画第五次計

画」を策定し，高知県の森里川海の豊かな恵みを次世代につなぐとと

もに，すべての生き物が県民とともに生息，生育し続けられる環境が

保全され，その恩恵を受けて県民が経済活動を持続できる社会を目

指すこととした。 

 高知県環境基本計画第五次計画では，目指すべき将来像の実現

に向け，「地球温暖化への対策」，「循環型社会への取組」，「自然

環境を守る取組」の３つの基本的な戦略に加えて，「地域資源を活

かした産業振興」「環境を守り次世代へつないでいくための人材育成と

地域づくり」という２つの横断的な戦略を設け，包括的に施策を展開

している。 

国の第五次環境基本計画 

高知県環境基本計画第五次計画 

出典：第五次環境基本計画の概要（環境省） 

出典：高知県環境基本計画第五次計画（高知県） 

目指すべき将来像の実現に向けた５つの戦略の位置づけ 

第五次環境基本計画では，環境・経済・社会の多様な課題を解決するため，「環境・経済・社会の統合的向上」に向けた考え方

が示されている。2015 年９月の「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」や，同年 12 月の「パリ協定」の採択後に初めて策定さ

れたものであることから，それらの考え方も踏まえながら分野横断的な６つの「重点戦略」を掲げたほか，地域の特性を最大限に活か

し，特性に応じて補完し，支えあう「地域循環共生圏」の考え方が示されている。 

また，重点戦略を支える環境政策の根幹として，「気候変動対策」，「循環型社会の形成」，「生物多様性の確保・自然共

生」，「環境リスクの管理」，そしてそれらの基盤となる施策を，着実に推進していくこととしている。 

【資料２】 

令和４年５月26日 

第１回高知市環境審議会 


